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日経平均株価　
　２万８４３７円７７銭　
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　▼１５．３１(前日比)　

日経平均日足チャート

22
年
1
月
に
電
子
帳
簿
保
存
法
改
正

導
入
サ
ポ
ー
ト
が
不
可
欠

企
業
の
Ｄ
Ｘ
化
一
気
に
進
む

　

２
２
年
１
月
に
電
子
帳
簿
保
存
法
の
改
正
が
施
行
さ
れ
、
国
税
関

係
帳
簿
・
書
類
の
デ
ー
タ
保
存
が
抜
本
的
に
見
直
さ
れ
る
。
従
来
、

国
税
関
係
帳
簿
・
書
類
で
電
子
デ
ー
タ
保
存
・
ス
キ
ャ
ナ
保
存
を
導

入
す
る
場
合
、
原
則
３
カ
月
前
ま
で
に
税
務
署
長
な
ど
へ
申
請
し
、

承
認
を
受
け
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、
改
正
後
は
こ
の
手
続
き
が
不
要

と
な
る
。
事
前
申
請
が
不
要
と
な
る
こ
と
で
「
紙
で
の
保
存
」
が
原

則
だ
っ
た
国
税
関
係
帳
簿
や
書
類
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
一
気
に
進
み
、

こ
れ
を
契
機
に
様
々
な
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
で
Ｄ
Ｘ
化
が
進
み
そ
う
だ
。

 

 

様々なシーンで経理のＤＸ化が進む
  

電
子
帳
簿
保
存
法
は

１
９
９
８
年
の
施
行
以

来
、
幾
度
と
な
く
法
改

正
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、

今
回
の
改
正
で
は
事
前

申
請
が
不
要
に
な
り
、

現
行
法
で
求
め
ら

れ
る
検
索
性
の
要

件
も
「
日
付
」「
取

引
金
額
」
「
取
引

先
」
の
３
項
目
に

限
定
さ
れ
簡
素
化

さ
れ
る
。
既
に
電

子
取
引
は
現
行
法

で
も
事
前
申
請
が

不
要
な
こ
と
か
ら
、

今
回
の
改
正
で
導

入
ハ
ー
ド
ル
が
一

気
に
低
く
な
り
、

「
国
税
関
係

書
類
の
保
存

は
紙
で
」
と

い
う
企
業
の
固
定
概
念

が
崩
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
よ
り
経
理
を
含

め
た
企
業
の
Ｄ
Ｘ
（
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
が
加

速
化
す
る
こ
と
に
な
り

そ
う
だ
。
今
回
の
改
正

に
よ
り
導
入
を
躊
躇
し

て
い
た
中
小
企
業
で
も

Ｄ
Ｘ
化
が
進
み
そ
う
だ

が
、
そ
れ
に
は
導
入
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
企
業
の

存
在
が
不
可
欠
だ
。

　

Ｓ
ａ
ｎ
ｓ
ａ
ｎ
（
４

４
４
３
）
…
ク
ラ
ウ
ド

型
名
刺
管
理
の
法
人
向

け
サ
ー
ビ
ス
の
草
分
け

で
個
人
向
け
ビ
ジ
ネ
ス

Ｓ
Ｎ
Ｓ
「
Ｅ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
」

も
展
開
。
あ
ら
ゆ
る
請

求
書
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

受
け
取
れ
る
ク
ラ
ウ
ド

請
求
書
受
領
サ
ー
ビ
ス

を
展
開
、
オ
リ
ッ
ク
ス

（
８
５
９
１
）
傘
下
の

弥
生
が
展
開
す
る
弥
生

会
計
な
ど
会
計
ソ
フ
ト

と
の
連
携
も
進
め
る
。

　

オ
ー
ビ
ッ
ク
ビ
ジ
ネ

ス
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

（
４
７
３
３
） 

…
「
奉

行
ク
ラ
ウ
ド
・
奉
行
ク

ラ
ウ
ド
Ｅ
ｄ
ｇ
ｅ
」
を

中
心
に
電
子
帳
簿
保
存

法
改
正
へ
対
応
進
め
る
。

　

Ａ
Ｉ 

ｉ
ｎ
ｓ
ｉ
ｄ

ｅ
（
４
４
８
８
）
…
Ａ

Ｉ
認
識
技
術
活
用
し
た

ク
ラ
ウ
ド
型
Ｏ
Ｃ
Ｒ
サ

ー
ビ
ス
が
柱
で
手
書
き

文
字
の
デ
ジ
タ
ル
文
字

変
換
で
電
子
帳
簿
保
存

を
サ
ポ
ー
ト
。
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前
週
の
動
意
銘
柄

正直じいさんの株で大判小判  

一部整理して強い銘柄に絞る

　
　

前
週
の
東
京
市
場
は
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
へ

の
警
戒
感
が
後
退
し
た
こ
と
で
戻
り
を
試
し

ま
し
た
。
た
だ
、
後
半
は
上
値
の
フ
シ
と
見
ら

れ
て
い
た
２
万
９
０
０
０
円
を
目
前
に
失
速

し
て
お
り
、オ
ミ
ク
ロ
ン
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
全
値

戻
し
と
な
っ

た
米
国
株
に
対
す
る
弱
さ

が
否
め
ま
せ

ん
。
週
末
も
前
場
こ
そ
底

堅
く
推
移
し

て
い
ま
し
た
が
、
米
１
１

月
消
費
者
物

価
指
数
の
発
表
を
控
え
様

子
見
ム
ー
ド

が
強
ま
り
、
後
場
は
一
時

３
０
０
円
を

超
え
る
下
げ
に
な
っ
て
い

ま
す
。メ
ジ

ャ
ー
Ｓ
Ｑ
の
需
給
イ
ベ
ン

ト
明
け
に
よ

る
ア
ク
抜
け
を
期
待
し
て

い
ま
し
た
が
、
そ

う
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

米
利
上
げ
前
倒
し

や
テ
ー
パ
リ
ン
グ
加
速
に

つ
い
て
は
一
定
の

織
り
込
み
が
進
ん
だ
と
見

ら
れ
ま
す
が
、
１

４
～
１
５
日
に
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ

が
開
催
さ
れ
る
こ

と
か
ら
週
明
け
も
神
経
質

な
展
開
が
続
き
そ

う
で
す
。

　

推
奨
銘
柄
も
週
末
に
か
け
弱

含
む
も
の
が
多
く
、
一
部
を

整
理
し
て
強
い
銘
柄
に
絞

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

ま
す
。　
　
　
　

 

花
咲 

翁

１Ｑ収益急回復し進捗率４９％

内田洋一時ストップ高

内田洋行の日足チャート

　

週
明
け

６
日
、
内

田
洋
行

（
８
０
５

７
）
が
急

反
発
、
一

時
ス
ト
ッ

プ
高
ま
で

買
わ
れ
た
。

２
２
年
７

月
期
第
１

四
半
期
の

連
結
営
業

利
益
は
２

５
億
６
５
０
０
万
円

（
前
年
同
期
２
億
３
０

０
万
円
）
と
急
回
復
、

通
期
計
画
の
５
３
億
円

（
前
期
比
４
８
・
９
％

減
）
に
対
す
る
進
捗
率

は
４
８
・
４
％
に
達
し

た
。
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
後
の
追
加
周
辺
需
要

に
加
え
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

整
備
需
要
が
回
復
、
ソ

フ
ト
ラ
イ
セ
ン
ス
販
売

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

な
ど
が
高
水
準
で
推
移
。

 

ウ
チ
ダ
エ
ス
コ
Ｔ
Ｏ
Ｂ

　

ウ
チ
ダ
エ
ス
コ
（
４

６
９
９
）
が
ス
ト
ッ
プ

高
。
内
田
洋
行
（
８
０

５
７
）
が
同
社
株
に
Ｔ

Ｏ
Ｂ
を
行
う
と
発
表
し

た
こ
と
を
受
け
、
買
い

付
け
価
格
は
４
１
３
０

円
に
サ
ヤ
寄
せ
し
た
。

完
全
子
会
社
化
が
目
的

で
、
Ｔ
Ｏ
Ｂ
成
立
後
は
上

場
廃
止
と
な
る
。
買
い

付
け
期
間
は
１
２
月
６

日
か
ら
来
年
１
月
２
４

日
。
買
付
予
定
数
は
２

３
２
万
８
２
３
５
株
。

下
限
は
１
６
９
２
万
８

０
３
４
株
。
上
限
は
設

け
て
い
な
い
。
同
社
も

Ｔ
Ｏ
Ｂ
へ
賛
同
の
意
見

を
表
明
し
て
い
る
。

ＳBG悪材料重なる

 

 

　

ソ
フ
ト
バ
ン
ク

グ
ル
ー
プ
（
９
９

８
４
）
が
大
幅
安

で
連
日
の
新
安
値
。

出
資
先
の
悪
材
料

が
重
な
り
、
追
い

証
回
避
の
投
げ
も

出
て
下
げ
止
ま
る
気
配

が
な
い
。
中
国
ア
リ
バ

バ
株
が
急
落
、
中
国
配

車
サ
ー
ビ
ス
大
手
の
滴

滴
出
行
の
米
市
場
上
場

廃
止
や
英
ア
ー
ム
の
米

エ
ヌ
ビ
デ
ィ
ア
へ
の
売

却
計
画
の
不
透
明
感
も
。

日
ハ
ウ
ス
上
振
れ
増
配
消
却
も

　

７
日
、
日
本
ハ
ウ
ス
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
１
８

７
３
）が
一
時
ス
ト
ッ
プ

高
。
集
計
中
の
２
１
年
１

０
月
期
の
連
結
営
業
利

益
を
１
８
億
６
０
０
０

万
円
か
ら
２
７
億
円
（
前

の
期
比
同
６
６
・
７
％

増
）
へ
上
方
修
正
し
、
３

円
を
予
定
し
て
い
た
期

末
配
当
を
１
０
円
に
引

き
上
げ
た
。
併
せ
て
１
２

月
１
３
日
付
で
発
行
済

み
株
数
の
１
２
・
９
７

％
に
あ
た
る
５
９
６
万

４
８
４
２
株
の
償
却
も

発
表
し
た
。

ア
イ
ホ
ン
売
出
で
需
給
悪

　
ア
イ
ホ
ン
（
６
７
１

８
）が
急
反
落
。
筆
頭
株

主
の
イ
チ
カ
ワ
な
ど
既

存
株
主
に
よ
る
８
８
万

３
８
０
０
株
の
売
出
と

１
３
万
２
５
０
０
株
の

オ
ー
バ
ー
ア
ロ
ッ
ト
メ

ン
ト
に
よ
る
売
出
を
実

施
す
る
と
発
表
し
た
こ

と
で
、
需
給
圧
迫
を
懸
念

さ
れ
た
。
売
出
株
数
は
最

大
で
発
行
済
み
株
式
数

の
５
・
６
％
に
な
る
。

メ
タ
リ
ア
ル
株
主
優
待

　

メ
タ
リ
ア
ル
（
６
１

８
２
）
が
大
幅
に
３
日

続
伸
。
株
主
優
待
制
度

の
導
入
を
発
表
し
た
。

毎
年
２
月
末
日
と
８
月

末
日
現
在
の
株
主
に
対

し
て
「
メ
タ
バ
ー
ス
無

料
体
験
」
と
題
し
て
、

１
０
０
％
子
会
社
で
あ

る
Ｔ
ｒ
ａ
ｖ
ｅ
ｌ　

Ｄ

Ｘ
の
Ｖ
Ｒ
（
仮
想
空
間
）

世
界
旅
行
サ
ー
ビ
ス

「
ど
こ
で
も
ド
ア
Ｔ
ｒ

ｉ
ｐ
」
の
体
験
付
き
で

Ｖ
Ｒ
機
器
の
無
償
レ
ン

タ
ル
を
実
施
す
る
。

中
外
薬
コ
ロ
ナ
治
療
で
関
心

 
 

　

８
日
、
中
外
製
薬
（
４

５
１
９
）
が
続
急
伸
。

Ｅ
Ｕ
の
医
薬
品
規
制
当

局
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
症
患
者
向
け
に
ス

イ
ス
製
薬
大
手
ロ
シ
ュ

の
関
節
リ
ウ
マ
チ
薬

「
ロ
ア
ク
テ
ム
ラ
」
を

治
療
薬
と
し
て
使
え
る

よ
う
勧
告
し
た
と
報
じ

ら
れ
た
。
ロ
ア
ク
テ
ム

ラ
は
中
外
製
薬
の
ア
ク

テ
ム
ラ
と
同
一
薬
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
関
連
と
し

て
再
度
注
目
さ
れ
た
。
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電
子
部
品
買
い
進
れ
る

ナ
ス
ダ
ッ
ク
３
％
、
Ｓ
Ｏ
Ｘ
５
％
高

レーザーテックの日足チャート

 
 

 

　

８
日
、
レ
ー
ザ
ー
テ

ッ
ク
（
６
９
２
０
）
や

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

（
８
０
３
５
）
、
村
田
製

作
所
（
６
９
８
１
）
、

太
陽
誘
電
（
６
９
７
６
）

な
ど
電
子
部
品
関
連
が

買
い
進
ま
れ
た
。
７
日

の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
場

で
ナ
ス
ダ
ッ
ク
が
約
３

％
、
Ｓ
Ｏ
Ｘ
指
数
は
約

５
％
の
大
幅
上
昇
と
な

り
一
時
４
０
０
０
ポ
イ

ン
ト
大
台
に
乗
せ
て
お

り
、
個
別
で
も
ア
ッ
プ

ル
が
急
伸
す
る
な
ど
米

ハ
イ
テ
ク
株
高
を
受
け
、

関
連
株
に
買
い
が
広
が

っ
た
。

不
動
産
減
税
見
直
し

　

三
井
不
動
産
（
８
８

０
１
）
や
住
友
不
動
産

（
８
８
３
０
）
な
ど
不

動
産
株
が
大
幅
反
落
。

８
日
付
の
日
本
経
済
新

聞
が
「
政
府
・
与
党
は

住
宅
ロ
ー
ン
減
税
の
見

直
し
の
大
枠
を
固
め
た
」

と
報
じ
た
こ
と
で
売
り

が
優
勢
に
な
っ
た
。
ロ

ー
ン
残
高
の
１
％
を
所

得
税
な
ど
か
ら
差
し
引

く
現
行
の
控
除
率
を
０
・

７
％
に
縮
小
す
る
と
し

て
お
り
、
減
税
率
縮
小

に
よ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
需

要
へ
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
た
。

日立造買収で収益懸念
　

９
日
、
日
立

造
船
（
７
０
０

４
）
が
急
落
。

欧
州
子
会
社
の

Ｈ
ｉ
ｔ
ａ
ｃ
ｈ

ｉ 

Ｚ
ｏ
ｓ
ｅ
ｎ 

Ｉ
ｎ
ｏ
ｖ
ａ 

Ａ

Ｇ
が
日
鉄
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

か
ら
欧
州
ご
み

焼
却
発
電
プ
ラ

ン
ト
メ
ー
カ
ー

の
独
Ｓ
ｔ
ｅ
ｉ

ｎ
ｍ
ｕ
ｌ
ｌ
ｅ

ｒ　

Ｂ
ａ
ｂ
ｃ

ｏ
ｃ
ｋ　

Ｅ
ｎ
ｖ
ｉ
ｒ

ｏ
ｎ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ　

Ｇ
ｍ

ｂ
Ｈ
（
グ
マ
ス
バ
ッ
ハ
）

を
買
収
す
る
と
発
表
し

た
。
買
収
額
は
非
開
示

だ
が
、
グ
マ
ス
バ
ッ
ハ

は
２
０
年
１
２
月
期
最

終
損
益
が
約
９
９
億
円

の
赤
字
だ
っ
た
こ
と
か

ら
、
連
結
収
益
悪
化
を

懸
念
し
た
売
り
に
値
を

崩
し
た
。

ミ
ラ
イ
ア
ル
96
％
増
益

　
ミ
ラ
イ
ア
ル
（
４
２

３
８
）
が
大
幅
に
５
日

続
伸
。
未
定
と
し
て
い

た
２
２
年
１
月
期
通
期

予
想
を
発
表
、
連
結
売

上
高
１
１
４
億
５
０
０

０
万
円
（
前
期
比
１
７
・

６
％
増
）
、
営
業
利
益
１

７
億
円
（
同
９
５
・
７

％
増
）
を
見
込
ん
だ
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
事

業
は
半
導
体
関
連
製
品

の
旺
盛
な
需
要
が
継
続

し
、
工
場
の
高
稼
働
が

維
持
さ
れ
て
い
る
。

https://www.tachibana.co.jp/
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前
週
の
動
意
銘
柄

ソリューション開発を加速

ＭＯＦ開発スタートアップに出資

ク ボ タ

ＭＦＯによる吸脱着イメージ

　

ク
ボ
タ
（
６
３
２
６
）は
新

素
材
Ｍ
Ｏ
Ｆ
開
発
で
優
れ
た

技
術
力
を
持
つ
Ａ
ｔ
ｏ
ｍ
ｉ
ｓ
（
本
社
：

京
都
市
上
京
区
）
に

出
資
し
た
。
同
社
は

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
推
進
部
門

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
」を
通
じ

て
食
料
・
水
・
環
境

分
野
で
活
動
す
る
国

内
外
の
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
企
業
と
協
業
を

進
め
て
お
り
、
今
回

の
出
資
も
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
事
業
開
発
を

加
速
す
る
こ
と
が
狙
い
。

　

Ａ
ｔ
ｏ
ｍ
ｉ
ｓ
が
強
み
を
持
つ
Ｍ
Ｏ

Ｆ
（
Ｍ
ｅ
ｔ
ａ
ｌ‐

Ｏ
ｒ
ｇ
ａ
ｎ
ｉ
ｃ 

Ｆ

ｒ
ａ
ｍ
ｅ
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
）は
ナ
ノ
レ
ベ
ル
の

多
孔
性
を
有
す
る
金
属
有
機
構
造
体
で
、

無
数
の
ナ
ノ
ス
ケ
ー
ル
の
穴
の
中
に
特

定
の
物
質
を
柔
軟
に
閉
じ
込
め
た
り
放

出
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
吸
着
す

る
物
質
や
条
件
を
自
由
に
選
定
・
設
計

す
る
こ
と
が
可
能
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環

境
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
幅
広
い
領
域

へ
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
や
資
源
循
環

型
社
会
の
実
現
に
向
け
、
食
料
・
水
・
環

境
分
野
で
Ｍ
Ｏ
Ｆ
の
可
能
性
を
幅
広
く

模
索
し
て
い
く
と
し
て
い
る
。

 

転
ば
ぬ
先
の
テ
ク
ニ
カ
ル

 ＩＰＯラッシュ

日々勇太朗

　　先週の東京株式市場は反発しま
した。オミクロン株の感染拡大は続
いていますが、重症化リスクが低い
といった報告が相次ぎ買い戻しが活
発化しました。日経平均は９日に２
万８９０８円まで上昇。しかし２０
０日線にタッチしたことで戻り売り
の急所となりました。
　２００日前というと２月半ばとな
りますが、当時の日経平均は３万円
台でした。足元は２万８０００円台半ば
であり、先週から２００日線が右肩下が
りに転じてしまいました。そのため余程
の好材料が出てこないと年内３万円台回
復は難しいと言えそうです。
　今週から海外勢は徐々にクリスマス休
暇入りしていきます。そのような状況下
ＩＰＯラッシュとなります。今週１５日
から２９日まで３１社のＩＰＯが予定さ
れており、多い日には１日６社がＩＰＯ

というスケジュール。相場は必
然、個別物色中心となりましょ
う。

白銅は上昇率トップ
半導体装置需要増で上方修正

白銅の日足チャート

　

９
日
、

白
銅
（
７

６
３
７
）

が
大
幅
に

５
日
続
伸

し
、
東
証

1
部
上
昇

率
ト
ッ
プ

に
立
っ
た
。

２
２
年
３

月
期
の
業

績
予
想
に

つ
い
て
、

連
結
売
上

高
で
５
２

０
億
円
か
ら
５
４
３
億

円
（
前
期
比
３
８
・
５

％
増
）
へ
、
営
業
利
益

で
３
４
億
２
０
０
０
万

円
か
ら
４
０
億
７
０
０

０
万
円
（
同
２
．
１
倍
）

へ
上
方
修
正
し
た
。
好

調
な
半
導
体
製
造
装
置

業
界
に
対
し
想
定
を
上

回
る
販
売
増
加
が
予
想

さ
れ
て
い
る
。

Ｈ
Ｉ
Ｓ
不
適
切
会
計

　

週
末
１
５
日
、
エ
イ

チ
・
ア
イ
・
エ
ス
（
９
６

０
３
）が
急
落
。
連
結
子

会
社
の
ジ
ャ
パ
ン
ホ
リ

デ
ー
ト
ラ
ベ
ル
と
ミ
キ
・

ツ
ー
リ
ス
ト
で
不
適
切

会
計
が
判
明
し
た
と
発

表
こ
と
が
嫌
気
さ
れ
た
。

Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ 

ト
ラ
ベ
ル

の
受
給
対
象
と
な
ら
な

い
取
引
が
存
在
し
、
事
実

関
係
を
精
査
す
る
必
要

が
あ
る
と
の
報
告
を
受

け
た
と
し
て
い
る
。す
で

に
調
査
委
員
会
を
設
置

し
て
お
り
、
実
態
把
握
の

た
め
の
調
査
を
進
め
る

と
し
て
い
る
。

 

ア
ク
セ
ル
増
額
で
44
％
増
益

　

ア
ク
セ
ル
（
６
７
３

０
）が
東
証
１
部
上
昇
率

ト
ッ
プ
。
２
２
年
３
月
期

の
業
績
予
想
に
つ
い
て
、

連
結
売
上
高
で
９
６
億

円
か
ら
１
０
６
億
円
（
前

期
比
１
７
・
８
％
増
）
、

営
業
利
益
で
４
億
５
０

０
０
万
円
か
ら
７
億
７

０
０
０
万
円
（
同
４
３
・

７
％
増
）
へ
上
方
修
正
し

た
。
パ
チ
ン
コ
・
パ
チ
ス

ロ
機
向
け
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
ス
Ｌ
Ｓ
Ｉ
の
販
売
が

好
調
に
推
移
し
た
。

公
開
価
格
の
２
・
３
倍

フ
レ
ク
ト
の
初
値

 
 

 
 

　

フ
レ
ク
ト
（
４
４
１

４
）
が
東
証
マ
ザ
ー
ズ

に
新
規
上
場
、
公
開
価

格
２
５
５
０
円
の
２
・

３
倍
の
５
８
１
０
円
で

初
値
を
つ
け
た
。
Ｄ
Ｘ

支
援
や
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
型
モ

ビ
リ
テ
ィ
業
務
最
適
化

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
。
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※チャートは日足

 
チャート
　  から読む 騰落銘柄騰落

日本ペイントＨＤ（４６１２） フルヤ金属（７８２６）

ピジョン（７９５６） ヤマダＨＤ（９８３１）

　１２月３日に２０８８円の安値を付けた
後に下げ渋る上値重く、８８万株超の買い
残からも再度の２０００円割れからの底割
れ懸念。育児用品で国内トップでアジア好
調も中国関連であることをネガティブ視。

　日足陰転のあと、９５００円割れまで押
し目を入れ窓埋め完了。週末急反騰で一気
に２５日線上に浮上し、上昇トレンドを取
り戻す。信用買い残の整理も進み、５日線
の上昇を待って再び青空相場へ。

　１２月３日に１１６８円まで売られた後
２０００円台と２５日と５０日線回復で出
直りに転じる。１１月１９日の１３０９円
抜ければ９月１６日高値１４７９円まで戻
りがありそう。インドネシア会社が想定超。

　大勢下降トレンドのなか、２５日線に上
値を抑えられ下値模索が続く。底割れ状態
ながら押し目買いに信用買い残が積み上が
り、一段安を警戒。巣ごもり需要一巡で業
績にはピークアウト感強く下振れも。
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相
場
展
望

日
本
市
場
は
慎
重
過
ぎ
る

バ
リ
ュ
ー
中
心
に
見
直
し
買
い

光世証券

西川 雅博 氏取締役

　

世
界
の
金
融
市
場
は
不
安
定

な
動
き
が
続
い
て
い
る
。
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
が
新
た
な
懸
念
材
料

と
し
て
浮
上
す
る
な
か
、
パ
ウ

エ
ル
Ｆ
Ｒ
Ｂ
議
長
は
テ
ー
パ
リ

ン
グ
を
加
速
さ
せ
、
利
上
げ
時

期
を
前
倒
し
に
す
る
可
能
性
を

示
唆
し
市
場
に
イ
ン
パ
ク
ト
を

与
え
た
。

　

恐
怖
指
数
と
言
わ
れ
る
米
国

Ｖ
Ｉ
Ｘ
指
数
は
そ
れ
ま
で
１
７

前
後
で
推
移
し
て
い
た
が
、
１

１
月
末
に
は
一
気
に
３
０
を
超

え
る
水
準
ま
で
上
昇
し
て
い
る
。
た
だ
、
米
国
株

式
市
場
が
こ
こ
か
ら
中
勢
下
降
ト
レ
ン
ド
入
り
す

る
可
能
性
は
低
い
と
見
て
い
る
。

　

パ
ウ
エ
ル
Ｆ
Ｒ
Ｂ
議
長
が
そ
れ
ま
で
の
ハ
ト
派

的
発
言
か
ら
急
転
換
し
た
の
は
、
イ
ン
フ
レ
懸
念

が
長
期
化
す
る
可
能
性
を
踏
ま
え
、
将
来
の
金
融

政
策
の
幅
を
広
げ
る
布
石
だ

ろ
う
。
足
元
で
は
短
期
金
利

が
上
昇
気
味
だ
が
、
長
期
金

利
は
落
ち
着
い
て
い
る
。
米

国
金
融
当
局
は
コ
ロ
ナ
渦
と

い
う
不
透
明
感
の
な
か

で
対
話
を
通
じ
て
金
融

市
場
を
う
ま
く
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
て
お

り
、
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
の
影
響
が

軽
微
だ
と
明
ら

か
に
な
れ
ば
リ

ス
ク
オ
ン
の
様

相
が
強
ま
ろ
う
。

　

日
本
株
も
１

２
月
に
入
り
反
発
す
る
動
き
だ
が
、
日
々
の
変
動

率
が
大
き
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
外
部
環
境
の

変
化
に
一
喜
一
憂
と
い
う
よ
り
、
指
数
先
物
を
超

短
期
で
売
買
す
る
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
の
動
き
に
振

り
回
さ
れ
て
い
る
の
が
実
態
だ
ろ
う
。

　

た
だ
、
今
回
の
急
落
時
に
米
国
Ｖ
Ｉ
Ｘ
指
数
の

上
昇
に
対
し
て
日
本
版
恐
怖
指
数
の
日
経
Ｖ
Ｉ
の

上
昇
は
小
幅
に
留
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
現
象
は
昨

年
１
０
月
か
ら
今
年
２
月
に
か
け
て
日
本
株
が
米

国
株
を
ア
ウ
ト
パ
フ
ォ
ー
ム
し
て
大
幅
高
に
至
る

直
前
に
も
顕
著
に
表
れ
て
お
り
、
今
後
の
日
本
株

反
攻
の
兆
し
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

日
本
経
済
に
お
い
て
も
資
源
価
格
上
昇
や
半
導

体
不
足
に
よ
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
問
題
の
影
響

は
あ
る
も
の
の
、
イ
ン
フ
レ
リ
ス
ク
は
米
国
ほ
ど

高
ま
っ
て
い
な
い
。
現
状
で
は
コ
ロ
ナ
感
染
も
沈

静
化
の
状
態
を
維
持
し
て
い
る
。
日
本
株
市
場
は

配
当
利
回
り
や
Ｐ
Ｂ
Ｒ
（
１
株
当
た
り
資
産
）
な

ど
の
株
価
指
標
や
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
ズ
に
対
し

て
慎
重
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
は
米
国
株
が
落
ち
着

き
を
取
り
戻
す
な
か
、
割
安
感
が
目
立
つ
日
本
株

は
バ
リ
ュ
ー
株
を
中
心
に
個
人
投
資
家
や
グ
ロ
ー

バ
ル
資
金
に
よ
る
見
直
し
買
い
が
期
待
出
来
る
だ

ろ
う
。
個
別
に
は
日
清
紡
（
３
１
０
５
）
、
日
電

硝
（
５
２
１
４
）
、
ミ
ネ
ベ
ア
ミ
ツ
ミ
（
６
４
７
９
）

な
ど
に
注
目
し
て
い
る
。
。
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潮 

流

　

岡
山 

憲
史
氏(

株
式
会

社
マ
ー
ケ
ッ
ト
バ
ン
ク 

代

表
取
締
役

)

の
プ
ロ
フ
ィ

ー
ル

　

１
９
９
９
年
２
月
日
本
初

の
資
産
運
用
コ
ン
テ
ス
ト
「
第

一
回
Ｓ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
に
て

約
１
万
人
の
参
加
者
の
中
か

ら
優
勝
。
直
近
で
は
２
０
１
７
年
１
月
に
始
ま
っ
た
夕
刊
フ
ジ
主

催
の
「
株
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
に
お
い
て
優
勝
。
１
カ
月
間
に
お
け

る
３
銘
柄
の
合
計
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は
１
５
５
％
と
断
ト
ツ

の
結
果
。
週
刊
現
代
、
週
刊
ポ
ス
ト
、
夕
刊
フ
ジ
、
ネ
ッ
ト
マ
ネ
ー
、

月
刊
カ
レ
ン
ト
な
ど
幅
広
く
執
筆
活
動
を
行
う
。
現
在
、
個
人
投

資
家
に
投
資
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
。http://marketbank.jp

財政破綻と国民の借金という嘘

財政支出伸びない日本に成長はない

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
黒
字
化
は
間
違
い

ＡＣＳＬの日足チャート

　矢野財務
事務次官の
「このまま
では国家財
政が破綻す
る」と異例
の発言を衆

院選前に述べたことは今でも波紋を広げている。
今回の発言をきっかけに矢野氏の述べている内
容が根本的な間違いであるといったことが経済
学者から指摘され、逆に日本の経済成長を止め、
財政再建を妨げているのは矢野財務事務次官で
あるといった批判の声が多数寄せられている。
　その中の一人、イエール大学の浜田宏一名誉
教授は「日本は国債残高が大きいが、ポルトガ
ルとは異なり、外貨などの金融資産を多く持ち、
非金融資産、つまり公共の建物、港湾、道路、
森林など実物資産も多く持つ。財務省は政府債
務（ＧＤＰ比）を比較して日本は破産寸前だと
いうが、増税して権限を強くしたいがための詭
弁と考えられる」と痛烈に批判した。
　また、「矢野財務事務次官の論文はいわばフ
ェイクニュースである。矢野次官が言っている、
日本政府の財政赤字は世界最悪という根拠が、
財務省もそのメンバーであるＩＭＦ（国際通貨
基金）の統計を見ると、まったく正しくない」
と浜田教授は資料を基に証明した。財務省の天

下り先とな
っているＩ
ＭＦが発表
する内容は
いつも財務
省を正当化
するものに
なっている
のだ。
　何と言っ
ても「財政
再建」を国
の政策にし
た竹中平蔵
元経済財政
担当大臣が
「財政健全
化目標（プ
ライマリー
バランス黒字化）は間違いです」とは
っきり述べているのだ。この竹中氏の
発言をもっと公にしなければならない。
　国民や政治家が知っておかなければ
ならない事は、政府の財政支出額と経
済成長率は完全に比例しているという
こと。つまり、財政支出の伸びが無い
日本は経済成長しない。緊縮財政を３
０年間続けてきたことが、失われた３
０年となり、日本が衰退してしまった
最大の原因であるということ。また、
財務省が「国の借金は１，２００兆円
あり、このままだと国が破綻する。そ
の借金をあたかも国民が返さなければ
ならない」ということが嘘だというこ
とだ。日本が破綻するリスクはゼロ。１，
２００兆円は政府の負債であって、国
民の借金ではない。つまり、国民が返
すものではないということだ。
　潮流銘柄はＡＣＳＬ（６２３２）、日
本電子（６９５１）、Ｇｕｎｏｓｙ（６
０４７）。
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敏腕先物ディーラー

ハチロクの裏話

　ハチロクのプ
ロフィール　
　証券アナリス
トから証券会社

の法人部長を経て、２２５先物オプショ
ンディーラーに転身。アナリスト時代に
培ったテクニカルやファンダメンタルズ
などの分析力を駆使、リーマンショック
などの暴落時も乗り越えて西日本におけ
る２２５先物オプションディーラーとし
てはトップクラスの運用実績を誇る。

日経２２５先物日足チャート

米国は新型コロナウイルスの再
拡大により先行きが読みにくい

Ｂ
Ｏ
Ｘ
離
れ
た
と
き
は
波
乱
要
因

逆
張
り
す
る
個
人
投
資
家

　

先
週
の
日
経
平
均
は
前
週
末
比

約
４
０
８
円
高
と
な
り
、
５
週
ぶ

り
に
週
足
陽
線
と
な
っ
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
変
異
株
「
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
」
に
対
し
て
の
警
戒

感
が
和
ら
い
だ
こ
と
が
大
き
く
影

響
し
た
。
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
対
し

て
は
従
来
型
の
ワ
ク
チ
ン
で
も
３

回
目
接
種
で
効
果
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
、
重
症
化
リ
ス

ク
も
低
い
傾
向
に
あ
る
こ
と

か
ら
過
度
な
警
戒
感
の
反
発

で
株
価
は
大
き
く
上
昇
し
た
。

　

９
日
に
は
中
国
恒
大
集
団
が
部

分
的
な
債
務
不
履
行
に
陥
っ
た
が
、

市
場
は
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
な

く
１
２
月
限
の
Ｓ
Ｑ
値
は
２
万
８

５
２
３
円
３
０
銭
円
と
波
乱
な
く

通
過
し
た
。
そ
の
後
も
Ｓ
Ｑ
値
を

上
回
っ
て
推
移
し
た
た
め
幻
の
Ｓ

Ｑ
値
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
先
週

の
戻
り
で
下
落
幅
（
２
３
７
２
円
）

の
半
値
戻
し
（
２
万
８
７
７
４
円
）

を
達
成
し
た
た
め
、
一
旦
は
３
日

の
安
値
（
２
万
７
５
８
８
円
）
で

底
を
打
っ
た
と
い
え
よ
う
。
結
果

的
に
は
今
年
の
Ｂ
Ｏ
Ｘ
相
場
（
２

万
７
０
０
０
円
～
３
万
０
８
０
０

円
）
が
継
続
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
。

　

た
だ
、
今
回
の
戻
り
は
海
外
投

資
家
が

主
体
で

は
な
く
、

個
人
投

資
家
が

主
体
と

な
っ
て

い
る
よ

う
だ
。

東
証
が

発
表
し
た
１
２
月
第

１
週
の
投
資
部
門
別

売
買
動
向
で
は
海
外

投
資
家
が
現
物
・
先

物
合
計
で
８
２
６
０

億
円
売
り
越
し
て
い

る
が
、
年
金
が
３
４

４
４
億
円
の
買
い
越

し
、
個
人
投
資
家
も

２
０
３
９
億
円
買
い
越
し
て
い

る
。
相
場
の
流
れ
に
沿
っ
て
順

張
り
で
行
動
す
る
海
外
投
資
家

に
対
し
短
期
筋
の
個
人
投
資
家

は
逆
張
り
で
投
資
し
て
い
る
よ

う
だ
。

　

ネ
ッ
ト
証
券
に
よ
る
と
個
人

投
資
家
の
信
用
買
い
残
高
（
買
い

残
高
－
売
り
残
高
）
は
昨
年
の
約

２
兆
円
か
ら
今
年
は
１
兆
円
増
加

し
て
い
る
よ
う
だ
。
下
落
過
程
で

買
い
支
え
需
要
と
し
て
期
待
で
き

る
が
、
Ｂ
Ｏ
Ｘ
相
場
を
離
れ
た
と
き

は
波
乱
要
因
と
な
る
可
能
性
が
高

い
こ
と
も
認
識
し
て
お
く
必
要
が

あ
ろ
う
。

　

今
週
は
１
４
日
～
１
５
日
に
米

Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
が
あ
る
。
１
２
月
最
大

の
注
目
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。
テ
ー

パ
リ
ン
グ
を
開
始
し
た
米
国
の
利

上
げ
の
時
期
が
最
大
の
注
目
点
で

あ
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
再
拡
大
に
よ
り
先
行
き
が
読
み

に
く
く
な
っ
て
い
る
。
波
乱
な
く

通
過
す
れ
ば
年
末
ラ
リ
ー
が
期
待

で
き
る
が
、
個
人
投
資
家
が
主
体

で
あ
る
現
状
で
は
個
別
株
物
色
の

展
開
と
な
ろ
う
。

　

チ
ャ
ー
ト
的
に
は
２
０
０
日
線

（
２
万
８
８
８
６
円
処
）
で
弾
き
返

さ
れ
て
る
状
況
で
あ
る
。
そ
の
上

に
は
下
降
す
る
２
５
日
線
（
２
万

８
９
８
３
円
処
）
が
位
置
し
、
戻

り
の
抵
抗
線
と
な
り
そ
う
で
あ
る
。

一
目
均
衡
表
の
雲
の
上
限
（
２
万

９
０
５
０
円
処
）
も
同
水
準
に
位

置
し
て
お
り
、
当
面
の
上
値
は
２

万
９
０
０
０
円
と
な
り
そ
う
だ
。

一
方
、
下
値
は
転
換
線
（
２
万
８

２
４
８
円
処
）
、
ボ
リ
ン
ジ
ャ
ー
バ

ン
ド
の
▼
１
σ
（
２
万
８
１
４
８
円

処
）
、
節
目
の
２
万
８
０
０
０
円
が

あ
げ
ら
れ
よ
う
。

　

今
週
は
２
万
８
０
０
０
円
～
２

万
９
０
０
０
円
の
レ
ン
ジ
で
前
半

は
方
向
感
の
乏
し
い
展
開
と
な
ろ

う
。　
　
　
　
　

　
（
ハ
チ
ロ
ク
）

、

、
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株街往来
星野三太郎の

～ブレずに実績
　　を積み重ねる～

 

　

今
シ
ー

ズ
ン
は
古
い
付
き
合
い
の

絡
み
で
京
セ
ラ
ド
ー
ム
大

阪
で
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
の
運

営
を
手
伝
う
こ
と
が
多
か

っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
も
グ
ッ
ズ

販
売
や
Ｔ
Ｖ
の
放
映
権
料

な
ど
で
最
低
限
の
収
益
が

見
込
め
る
タ
イ
ガ
ー
ス
と

違
っ
て
、
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ

の
場
合
は
入
場
料
と
グ
ッ

ズ
販
売
に
加
え
て
、
試
合
毎
に
変
わ
る
ス
ポ
ン
サ
ー
の
協

賛
が
少
な
か
ら
ず
収
益
に
寄
与
し
て
い
る
よ
う
だ
。
し
か

し
、
今
年
は
緊
急
事
態
宣
言
で
入
場
制
限
と
な
る
な
か
で
、

ス
ポ
ン
サ
ー
も
少
な
く
な
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
チ
ー
ム

が
後
半
に
な
っ
て
も
首
位
争
い
を
続
け
る
な
か
、
入
場
制

限
が
緩
和
さ
れ
、
ス
ポ
ン
サ
ー
も
増
え
て
い
っ
た
よ
う
だ
。

　

残
念
な
が
ら
日
本
シ
リ
ー
ズ
は
敗
退
し
た
が
、
フ
ァ
ン

感
謝
祭
に
も
１
万
８
０
０
０
人
近
く
が
集
ま
り
来
年
も
多

く
の
観
客
が
集
ま
り
そ
う
だ
。
長
年
Ｂ
ク
ラ
ス
に
低
迷
す

る
も
若
手
の
育
成
に
重
点
を
置
き
、
そ
し
て
優
勝
し
て
ス

ポ
ン
サ
ー
も
増
え
る
こ
と
は
、
安
易
な
Ｆ
Ａ
に
走
ら
ず
、

地
道
に
目
的
達
成
の
た
め
に
頑
張
れ
ば
、
そ
の
苦
労
が
報

わ
れ
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
。
プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
と
中

小
企
業
で
は
立
場

が
違
う
が
、
ブ
レ

ず
に
実
績
を
積
み

重
ね
る
こ
と
で
成

功
と
い
う
ゴ
ー
ル

に
た
ど
り
着
け
れ

ば
と
思
う
。

Ｎｅｗ　ｐｒｏｄｕｃｔ

チ
キ
チ
キ
ボ
ー
ン
風
味
骨
付
き

　
　

ス
パ
イ
シ
ー
フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン

王
将
フ
ー
ド骨付きスパイシーフライドチキン

日本ハムとタイアップ

 

　王将フードサ
ービス（９９
３６）は期間限
定で、日本ハム

（２２３６）と
のタイアップ商
品「チキチキボ
ーン風味骨付き
スパイシーフラ
イドチキン」の
販売を開始した。
　「キチキボー
ン」は１９８

７年の発売以来変わらない製法で作り続けて
いる日本ハムの骨付フライドチキンでオリジ
ナルブレンドした１１種類のスパイスを使用
し、スパイシーでジューシーな、世代を超え
て愛されている人気商品。国産若鶏を店舗で
手仕込みし、１１種類のスパイスが効いた「チ
キチキボーン」の味付けで柔らかくジューシ
ーに仕上げた骨付きタイプのフライドチキン
に仕上げている。

カ
ル
ピ
ス
ソ
ー
ダ 

マ
ス
カ
ッ
ト

　
　
　
　
　

・
オ
ブ
・
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア

ア
サ
ヒ
Ｇ
Ｈ
Ｄ

カルピスソーダから期間限定

マスカット・オブ・アレキサンドリア
　アサヒグループホールデ
ィングス（２５０２）グルー
プのアサヒ飲料は「カルピス
ソーダ　マスカット・オブ・
アレキサンドリア」ＰＥＴ４
５０ｍｌを１２月１４日か
ら期間限定で全国発売する。
　「カルピスソーダ マスカ
ット・オブ・アレキサンド
リア」は収穫後２４時間以
内に搾汁したマスカット・
オブ・アレキサンドリア果
汁のみを使用した乳性炭酸
飲料で、マスカット・オブ・

アレキサンドリアの芳醇な香りを、「カルピス
ソーダ」の甘ずっぱいおいしさと心地よい炭
酸の刺激とともに楽しめる。パッケージでは、
キラキラと輝くマスカットのイラストを描く
ことで、果実へのこだわりとご褒美にぴった
りな高級感を表現、ワインのビンをモチーフ
にしたボトル形状とデザイン色調にすること
で上質な印象も与えている。
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記
者
の
視
点

相
場
見
通
し

ＩＰＯラッシュも需給圧迫

ＦＯＭＣ控え上値重い

　

１
２
月
第

２
週
の
東
京

市
場
は
新
型

コ
ロ
ナ
の
新

た
な
変
異
株

「
オ
ミ
ク
ロ

ン
」
へ
の
過

度
な
不
安
が

後
退
し
た
こ

と
で
Ｎ
Ｙ
高

に
歩
調
を
合

わ
せ
る
形
で

１
２
月
８
日

に
日
経
平
均

で
２
万
８
８

９
７
円
４
４

銭
ま
で
上
昇
、

そ
の
後
は
１

１
月
米
消
費
者
物
価
指
数
（
Ｃ

Ｐ
Ｉ
）
の
発
表
を
控
え
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
リ
ス
ク
回
避
の

動
き
か
ら
１
０
日
は
２
万
８
４

３
７
円
７
７
銭
で
引
け
て
い
る
。

　

オ
ミ
ク
ロ
ン
に
つ
い
て
は
、

世
界
各
地
で
感
染
者
が
増
え
て

い
る
も
の
の
、
重
症
化
率
は
低

い
こ
と
か
ら
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

は
織
り
込
ま
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

そ
れ
よ
り
も
１
４
日
と
１
５
日

に
予
定
さ
れ
て
い
る
米
連
邦
公

開
市
場
委
員
会
（
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
）

で
は
テ
ー
パ
リ
ン
グ
加
速
が

コ
ン
セ
ン
サ
ス
と
な
っ
て
る

こ
と
か
ら
、
実
際
に
こ
れ
が

発
表
さ
れ
た
後
の
マ
ー
ケ
ッ

ト
に
動
き
が
警
戒
さ
れ
て
い

る
。

　

パ
ウ
エ
ル
議
長
は
イ
ン
フ
レ

高
に
つ
い
て
〝
一
時
的
〟
と
の

表
現
を
取
り
下
げ
て
お
り
、
会

合
後
に
公
表
さ
れ
る
Ｆ
Ｆ
金
利

見
通
し
で
利
上
げ
開
始
時
期
の

前
倒
し
と
利
上
げ
ペ
ー
ス
の
加

速
が
示
唆
さ
れ
る
可
能
性
が
高

い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
、

今
回
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
シ
ョ
ッ
ク

で
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
場
よ
り

も
下
落
幅
が
大
き
く
、
戻
り
も

鈍
か
っ
た
。
米
国
で
の
テ
ー
パ

リ
ン
グ
加
速
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、
１
８
歳
以
下
へ
の

１
０
万
円
相
当
給
付
す
ら
そ
の

方
法
で
右
往
左
往

し
て
い
る
岸
田
政

権
の
実
行
力
の
無

さ
が
売
り
材
料
に

な
っ
て
い
る
可
能

性
も
あ
る
。

　

Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
通
過

ま
で
は
様
子
見
気

分
が
強
い
展
開
が

続
こ
う
。
こ
れ
に

加
え
て
今
週
は
１

６
日
と
１
７
日
は

日
銀
政
策
決
定
会

合
が
開
催
さ
れ
、

１
７
日
に
は
黒
田

総
裁
の
会
見
が
控
え
る
。
個
別

で
は
１
５
日
に
東
証
１
部
へ

ネ
ッ
ト
プ
ロ
テ
ク
シ
ョ
ン
ズ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
７
３
８

３
)
、
１
６
日
に
マ
ザ
ー
ズ
の

ブ
ロ
ー
ド
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

（
４
４
１
５
）
、
Ｔ
ｒ
ｕ
ｅ
Ｄ
ａ

ｔ
ａ
（
４
４
１
６
）
を
皮
切
り

に
Ｉ
Ｐ
Ｏ
ラ
ッ
シ
ュ
と
な
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
が
新
興
銘
柄
の

需
給
圧
迫
に
な
る
可
能
性
も
あ

る
。

　

主
力
で
は
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
グ

ル
ー
プ
（
９
９
８
４
）
に
下
げ

止
ま
感
が
な
い
。
一
方
、
任
天

堂
（
７

９
７
４
）

は
上
昇

基
調
と

な
っ
て

い
る
。

当面のスケジュール

 

・10日 G7外相会合開催(〜12日リバプール)
　　　 東南ｱｼﾞｱ諸国連合(ASEAN)加盟国を
　　　 招待
　　　  米11月消費者物価(22:30)
・13日 12月調査日銀短観/10月機械受注
　　　 (8:50)
・14日 FOMC(〜15日)
　　　 米11月生産者物価(22:30)
・15日 10月第三次産業活動指数(13:30)　　
　　　 中国11月小売売上高、中国11月工業
　　　 生産、中国11月都市部固定資産投資
　　　 (11:00)
　　　 パウエルFRB議長会見(経済見通し)
　　　 米11月小売売上高(22:30)
・16日 日銀金融政策決定会合(〜17日)
　　　 11月貿易統計(8:50)
　　　 11月首都圏新規マンションﾝ発売
　　　 (14:00)
　　　 ECB定例理事会(ラガルド総裁会)
　　　 米11月住宅着工件数(22:30)
　　　 米11月鉱工業生産･設備稼働率
　　　 (23:15)
・17日 黒田日銀総裁会見
　　　 独12月Ifo景況感指数(18:00)

編 

集 

後 

記

　

家
族
や
友
達
な
ど
自
分
に
と

っ
て
大
切
な
人
が
間
違
っ
た
道

に
進
も
う
と
し
て
い
る
時
、
力

ず
く
で
止
め
な
く
て
は
な
ら
な

い
時
が
あ
る
。
た
だ
、
分
か
り

な
が
ら
決
意
し
覚
悟
を
決
め
た

人
や
そ
れ
し
か
道
が
な
い
と
思

っ
て
い
る
人
を
止
め
る
の
は
容

易
で
は
な
い
。
た
だ
、
一
旦
立

ち
止
ま
り
自
分
が
置
か
れ
て
い

る
状
況
を
見
つ
め
直
す
こ
と
で

軌
道
修
正
し
た
り
、
逃
げ
場
を

つ
く
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、
東
京
市
場
は
オ
ミ
ク

ロ
ン
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
立
ち
直
っ

た
と
は
い
え
上
値
は
重
い
。
相

場
の
弱
さ
の
原
因
が
ど
こ
に
あ

る
か
を
見
つ
め
直
す
必
要
が
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。
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